
【附属機関名称】会議概要 
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資 料 

・次第 

・委員名簿 

・資料１「認知症施策推進部会の役割」 

・資料２「認知症サポーター拡大計画（案）」 

・資料３「足立区チームオレンジの立ち上げについて（案）」 

・資料４「やすらぎ支援員派遣事業について」 

・資料５「令和６年度認知症月間企画」 

そ の 他 

 

 

 

 

 



○認知症施策推進係 それでは、定刻で

ございますので、ただいまから、令和６

年度足立区地域包括ケアシステム推進会

議、第１回認知症施策推進部会を開催い

たします。本日はご多用のところご参加

いただき、誠にありがとうございます。

本日の司会は、高齢者地域包括ケア推進

課認知症施策推進係の栗野が担当させて

いただきます。どうぞよろしくお願いい

たします。 

 初めに、傍聴者の皆様にお願いがござ

います。会場内での写真撮影、ビデオ撮

影、携帯電話等のご使用はお控えくださ

い。よろしくお願いいたします。 

 続きまして、本日の資料の確認をさせ

ていただきます。お手元の資料をご確認

ください。まず一番上が、本日の会議の

「次第」でございます。続いて、１枚めく

っていただいて横向きの「本部会の委員

名簿」になります。１枚めくっていただ

いて、資料１「認知症施策推進部会の役

割」。１枚めくっていただいて、左上ホチ

キス留めの「認知症サポーター拡大計画

（案）」、こちら資料２になります。そし

て１枚めくっていただいて、資料３「足

立区チームオレンジの立ち上げについて

（案）」。また１枚めくっていただいて、

資料４「やすらぎ支援員派遣事業につい

て」。そして最後、資料５「令和６年度認

知症月間企画」、以上でございます。 

 不足等がございましたら、挙手をお願

いいたします。よろしいでしょうか。 

 そうしましたら、本日の会議は、足立

区地域包括ケアシステム推進会議認知症

施策推進部会設置要綱第６条に基づき、

過半数の委員の方が出席しておりますの

で、成立いたしますことをご報告いたし

ます。 

 皆様からの活発なご意見、ご質問を頂

くため、迅速な会議進行にご協力いただ

きますようよろしくお願いいたします。 

 なお、この会議の会議録は公開するこ

ととなっております。記録の関係上、ご

発言の前にはお名前をお願いいたします。 

 それでは，初めに粟田部会長から開会

のご挨拶をお願いいたします。 

粟田部会長 座ったままで失礼させてい

ただきます。本部会の部会長を務めさせ

ていただきます粟田と申します。 

 所属は東京都健康長寿医療センター、

認知症未来社会創造センターがございま

して、そこのセンター長をやらせていた

だいております。 

 最初なので、国の情勢や東京都の情勢

を少しだけ情報共有させていただこうと

思います。皆さんご承知のように昨年か

ら今年にかけて、我が国の認知症施策に

とっては画期的な出来事が幾つかござい

ました。その一つは、共生社会の実現を

推進するための認知症基本法が、今年の

１月１日から施行したことでございます。

現在、その第 11 条に書いてある、認知症

施策推進基本計画をつくるために、内閣

府で設置している認知症施策推進関係者

会議の関係者からの意見聴取をしている

ところでございます。ちょうど先週あた

り、バブリックコメントを終えましたで、

意見聴取なども踏まえて、今年の秋に認

知症施策推進基本計画が発表される予定

になっております。ちなみに、私は関係

者会議の会長をやっておりますので、そ

の情報も皆さんと共有できるかと思いま

す。 

 それから、それに合わせて、東京都の

認知症施策推進計画の策定作業を進めて

いるところであります。それを見据えな



がら、区市町村においても認知症施策推

進計画をつくることが努力義務となって

おりますので、時間的には第１０期の介

護保険事業計画に間に合うようにつくれ

ばよろしいのではないかと思っておりま

すが、ただ、この部会が果たす役割は大

変大きくなったということを付け加えて

おきたいと思います。 

 それからもう一つは、皆さんこれもご

承知だと思いますが、昨年の１２月２０

日に新しいアルツハイマー病の治療薬、

商品名レケンビと言いますが、この薬が

保険収載されまして、国及び東京都など

でも、レケンビが使えるような医療提供

体制の整備を進めているところでござい

ます。特に認知症疾患医療センターが果

たす役割が大きいであろうということで、

認知症疾患医療センターがこのレケンビ

に対して、どういう役割を果たすかとい

うようなことを、いろいろ議論をされて

いるところでございます。足立区では大

内病院が認知症疾患医療センターかと思

います。来月の８月１０日ごろ、日本精

神科病院協会でも、このレケンビの医療

提供体制に関するシンポジウムを開催す

る予定で、精神科病院としてどうするか、

そういうことも議論されるようになって

きております。 

 医療提供体制の整備状況により、地域

ですごくバラバラなのですが、足立区も

そのことに向けて具体的に計画を立てて

いかなくてはいけないことになるかなと

思っているところでございます。 

 ということで、やることはたくさんあ

りますが、今後とも皆さんと力を合わせ

てやっていければと思いますので、どう

ぞよろしくお願いいたします。 

○認知症施策推進係 粟田部会長、あり

がとうございました。それでは続きまし

て、白川副部会長、ご挨拶をよろしくお

願いいたします。 

○白川副部会長 皆さん、おはようござ

います。副部会長を仰せつかりました日

本大学文理学部社会福祉学科の白川と申

します。よろしくお願いいたします。 

 私は、もともとは厚生労働省の職員を

やっていたのですが、その間、割と高齢

者福祉の分野とは縁がございまして、県

庁にも３年間出向していて、そのうち２

年間が高齢者福祉課長ということで勤務

をしておりました。そのとき、県の認知

症の方の家族会の皆さんとお付き合いが

あり、なかなかご苦労されている部分も

あるのだということをしみじみ感じたと

ころでございます。 

 これも１５年以上前の話になりまして、

時代も大きく変わって、支援年次プラン

など国の施策も大きく進んでおりますが、

これから認知症の方が増えていくという

中で、医療的に言えば早期診断というこ

とも言われておりますが、社会のサポー

トが整わないと、早期診断はしたが、早

期不安につながってしまうということに

なっては、これは全くご本人様、家族の

皆様のためにならないということでござ

いますので、そういう認知症の方を包み

込める懐の深い地域をどうやってつくっ

ていけばいいのかいうことにつきまして、

皆様方とともに知恵を絞っていければと

考えておりますので、何とぞよろしくお

願い申し上げます。 

○認知症施策推進係 白川副部会長、あ

りがとうございました。 

 本年度は委員の皆様の改選もございま

したことから、簡単に皆様にご挨拶を頂

きたいと思います。 



 それでは、内山委員から時計回りでご

挨拶をよろしくお願いいたします。 

○内山委員 足立区医師会の理事として

こちらに参加させていただくことになり

ました内山でございます。 

 以前、委員を務めていた久松委員から

受け継ぎまして、私がここに参加させて

いただくことになりました。今、保木間

にあります東京足立病院で働いておりま

す。 

 よろしくお願いいたします。 

○羽田委員 こんにちは、足立区介護サ

ービス事業者連絡協議会副会長の羽田と

申します。 

 また、訪問看護部会という組織の中に

あります、そこの会長もさせていただい

ています。 

 訪問看護の現場では、認知症の方の生

活だったり、いろいろな症状に対しての

相談だったり、介護士さんの対応という

形で日々支援をさせていただいていると

ころであります。 

 今回、初めての会議になりますので、

地域の情報なども含めて、私たちも情報

収集しながら支援につなげていけたらと

思っています。よろしくお願いします。 

○大竹委員 足立区ボランティア連合会

の会長を務めています大竹といいます。

よろしくお願いいたします。 

 ボランティア連合会では、毎年、テー

マを決めて学習会を数回開いているので

すが、今年度については健康について、

学習会を開きたいと思っています。その

中のテーマの一つに認知症がございまし

て、理事や会員が認知症を正しく理解で

きていないため、少し勉強したいという

意見も出ています。ここで論議されてい

るようなことを会に持ち帰ってできれば

いいなと思います。また認知症サポート

についても内容がどういうものか、学習

会に合うものかどうか確認をさせていた

だきたいと思いますのでよろしくお願い

いたします。 

○鈴木委員 私、足立区介護老人保健施

設事務長会、レーベンハウス事務長の鈴

木勉と申します。よろしくお願いいたし

ます。 

 私ども高齢者施設におけるご家族やご

利用者様の実情、エピソードなどを交え

ながら活発な議論を行っていければよい

と考えておりますので、どうぞよろしく

お願いいたします。 

○塩谷委員 皆さん、こんにちは。足立

区介護サービス事業者連絡協議会副会長

と区内の訪問介護部会の部会長をさせて

いただいております塩谷でございます。

本日はどうぞよろしくお願いいたします。 

 訪問介護の現場の中では、ヘルパーさ

んが、認知症を患っている方の最前線の

支援者として日々関わっている中で、い

ろいろな場面に出くわします。もちろん

専門職として知識や経験を備えて携わっ

ているわけでございます。しかし、認知

症の方のご家族はそういった専門職では

ないので、終わりがないということに対

する疲労感というところがすごく顕著に

見えるということと、あとは、地域の方

の理解は、一朝一夕にできるものではな

いというところで、それをどのように調

整していくかというところを課題と感じ

ております。また、最近、残念ながら散見

されるのがネグレクトです。地域の方の

中で、明らかにインフォーマルサポート

のようだけれども、ちょっと不透明な部

分が見えるなというところもあったりす

るので、その辺は包括さんといろいろと



連絡を取ってやっているところですが、

そういったところの見守り体制というも

のも非常に必要だなと昨今感じておりま

す。 

 どうぞよろしくお願いいたします。 

○小島委員 おはようございます。足立

区高齢者福祉施設連絡協議会の会長を務

めております、足立新生苑の施設長をし

ております小島です。どうぞよろしくお

願いいたします。 

 協議会は、３、４カ月ごとに１回、年４、

５回開催をしております。協議会のメン

バーは、足立区内にあります特養を中心

とした社会福祉法人の協議体になってお

ります。社会福祉法人は、介護保険サー

ビスのみにとどまらず、地域貢献事業も

使命としてつかさどっておりますので、

認知症に関しても我々が持っている機能

を存分に生かしながら、ご協力できると

ころは積極的にしていきたいと思ってお

りますので、どうぞよろしくお願いいた

します。 

○認知症施策推進係 委員の皆様、あり

がとうございました。なお、委員である

東京都認知症疾患医療センターセンター

長の谷将之様は、本日ご欠席でございま

す。 

 それでは、議事に入らせていただきま

す。ここからの議事進行を粟田部会長、

よろしくお願いいたします。 

○粟田部会長 それでは、次第に従って、

次第２「認知症施策推進部会の役割」に

ついて、まずは事務局から説明をお願い

いたします。 

○高齢者施策推進室長 高齢者施策推進

室長の半貫と申します。私からご説明さ

せていただきます。着座にて失礼いたし

ます。 

 資料１を御覧ください。「認知症施策

推進部会の役割」になります。 

 所掌事項といたしまして２点ございま

す。まず１点目、認知症支援に係る諸施

策のうち、推進会議、こちら推進会議と

いうのは足立区地域包括ケアシステム推

進会議のことになります。推進会議で検

討すべき事項について、特に専門的に調

査及び研究することとなっております。 

 また２つ目として、その他認知症施策

の推進に関し必要な事項について、調査

及び研究することとあります。 

 ２番に推進会議で検討すべき事項につ

いて挙げております。一つ目が、認知症

基本法に基づく認知症施策推進計画に関

すること。２つ目として、認知症の早期

診断・早期対応に向けた支援体制の構築

に関すること。３つ目として、地域の実

情に応じた認知症施策の推進に関するこ

と。そして最後４つ目が、認知症の方や

その家族の支援ニーズと認知症サポータ

ーを中心とした支援をつなぐ仕組み（チ

ームオレンジ）の整備に関することとな

っております。 

 今年度、何回か部会がございますので、

ぜひ皆さん審議をよろしくお願いいたし

ます。 

 説明は以上です。 

○粟田部会長 ありがとうございました。

それでは、ただいまの説明につきまして

ご質問のある方は、ご自由にご発言いた

だければと思います。いかがでしょうか。

何かご質問がございますか。 

 よろしいでしょうか。後で質問があれ

ば、していただければと思います。 

 では、次に次第３（１）「認知症サポー

ター拡大計画（案）」について、事務局か

ら説明をお願いいたします。 



○認知症施策推進係 皆様、おはようご

ざいます。 

 認知症施策推進係の佃と申します。私

から説明させていただきます。着座にて

失礼いたします。 

 資料については、資料２というオレン

ジ色のラインが入っているホッチキス留

めのものをご用意いただけますでしょう

か。こちらに沿って説明させていただき

ます。 

 まず、１枚おめくりいただいて、「目的」

と書かせていただいております。そちら

の目的は、足立区での認知症の取組み、

今までこの理念に基づいて取組みを進め

てまいりました。「共生社会の実現『認知

症とともに このまちで いつまでも』」

ということをスローガンで取り組んでき

ておりまして、今後もこのスローガンが

ぶれないように進めていきたいと考えて

おります。 

 「さまざまな人々が、すべて分け隔て

なく暮らしていくことのできる社会」「と

もに支え合い、能力が発揮される活力の

ある社会」。冒頭、粟田部会長、白川副部

会長のご挨拶の中でもありましたとおり、

この基本理念を大事に進めていきたいと

考えております。 

 次のページに「認知症サポーターとは

‽」というシートを用意させていただきま

した。もう皆さん、ご承知の内容とは思

いますけれども、一度確認をさせていた

だきます。「認知症サポーターとは、認知

症に対する正しい知識と理解を持ち、地

域で認知症の人やその家族に対して手助

けする人のこと」と言われています。た

だ、この手助けをするという概念がかな

り幅広くなっておりまして、認知症につ

いて正しく理解して偏見を持たずに、認

知症の人や家族の方を温かく見守る支援

者として、自分のできる範囲で活動する

人とも明記されております。ということ

は、必ず何かやってあげるだけではなく、

そっと見守るだけでも手助けにつながっ

ていくという考え方のようでございます。 

 この認知症サポーター養成講座は、地

域や職域団体等で開催されております。

足立区では、２５か所の地域包括支援セ

ンターがありますが、必ず包括を中心に

認知症サポーター養成講座を開催するこ

とになっております。 

 開催状況、人数等については、次のペ

ージからまた説明させていただきます。

もう一枚、おめくりいただきますでしょ

うか。「認知症サポーター 増加の推移」

という資料をご用意させていただきまし

た。上の青い二本線のラインは東京都、

真ん中のオレンジのラインが２３区の平

均値、下のグレーのラインが足立区とな

っております。これは、パーセントでご

用意させていただきました。全体のそれ

ぞれの人口が分母になって、サポーター

養成講座の数の割合で上がってきている

と捉えていただければと思います。 

 地域包括支援センターを中心にかなり

頑張って講座をしてはいるのですが、東

京都や２３区に比べますと、足立区は残

念ながら下から３番目を推移している状

況というところが分かるかと思います。 

 ちなみに、キャラバンメイトの協議会

が立ち上がった最初の時期が、２７年度

と確認しましたので、最初の頃からの推

移と捉えていただければと思います。 

 東京都や２３区に比べて低くなってい

る原因は何かというところを分析したの

が、次の３ページ目になります。「現状」

と出させていただきました。年代別のサ



ポーターの割合と分類別のサポーターの

割合で出させていただいています。 

 まず年代別なのですけれども、２０代

から６０代が全国に比べて少ない状況に

なっております。ただ、１０代と７０代

が全国よりも多い状況になっております。

実は、町会・自治会中心に今まで取り組

んできたのと同時に、小・中学校、高校、

大学と子どもたちへの認サポの開催が大

分増えてきておりますので、こういう結

果になったかなと思います。 

 ただ、２０代から６０代の割合が少な

いというところと、右側に分類別サポー

ターの割合を掲載させていただきました

が、先ほども言ったとおり住民向け・学

校向けについては、全国より上回ってい

るのですけれども、介護サービス事業所

も少し全国よりは足立区多い状況になっ

ていますので、企業・団体・行政を強化す

る必要があると考えました。 

 次のページをおめくりいただいて、以

上のような現状から、「解決案」として２

点、案を出しました。まず１点目です。企

業向けに認知症サポーター養成の強化を

図りたいと考えております。右側の、こ

れはステッカーを今年度つくりまして、

認知症サポーター養成講座実施企業にこ

のオリジナル企業向けステッカーを配布

させていただいて、認知症のことを理解

してくださるお店です、会社ですという

ことをＰＲできればと考えております。 

 この取組のメリットとしましては、企

業側からすると、認知症の方に対する接

客力が向上できる。認知症の方、家族の

方が安心して買い物ができる。また、最

近企業側がそういうことの地域貢献に大

分着眼を置いている企業が増えてきてい

ますので、ＰＲになるのではないか。そ

して、２０～６０代のサポーター数が、

先ほど報告しましたように少ない状況で

すので、ここの底上げが図れるのではな

いかということで、１案として企業向け

のサポーター養成講座を強化したいと考

えています。 

 ２案としまして、区の職員向けに認サ

ポを実施するということで、足立区の職

員向けに実施し、区民への対応力の向上

ということと、同じように２０代から６

０代にサポーター数増加を図っていきた

いと考えております。 

 次のページの５ページ目です。実はこ

のデータなのですけれども、昨年度の認

知症月間で、デジタルアンケートを区民

の皆様にお願いしてやりました。デジタ

ルは利便がいいのか、実はこの回答は３,

５００件ほど集まりました。その中で、

認知症サポーターについての認知度がど

のようになっているかというところを聞

いた結果になっております。 

 認知症サポーターについては、知って

いて自分もサポーターではある。認知症

サポーターについては、知っていたけれ

どもサポーターではない。認知症サポー

ターについては知らなかったけれども、

興味がある。認知症サポーターについて

知らなかったし、興味もないというこの

４点でデータを整理したものになってお

ります。さらに、これを年代ごと、１０代、

２０～３０代、４０～５０代、６０歳か

ら９０代と分けた円グラフになっており

ます。ここのデータから全ての年代にお

いて「知らなかったけれども興味がある」

と答えていただいた方たちが半数ありま

した。事務局としては、ここに着目をい

たしまして、知らなかったけれども認知

症サポーターというワードを聞いて興味



があると、興味を持っていただける区民

の方が結構いらっしゃるのではないかと

いうことで、やはり認知症サポーター養

成を強化していったほうがいいのではな

いかと考えた一つの要因でもあります。 

 その次のページ、６ページですけれど

も。この課題の解決に向けた目標設定と

しまして、「令和１１年度末に２３区平

均に並ぶ」ことを目標にしたいと考えて

おります。高齢者保健福祉計画や第１１

期介護保険事業計画などの進捗管理をし

ながら、２３区平均に並ぶことを目標に

したいと思います。 

 その根拠になるのが、次の７ページな

のですけれども。先ほど認知症サポータ

ーの養成の推移を最初のほうにグラフで

お示ししましたが、６年度以降推定値を

出してみました。今までの、過去の増加

率の平均を６年度以降、かぶせてみまし

たので、この赤い枠のところは推定の値

で出しているものです。２３区が８.０

３％、全都民のうち８.０３％、認サポの

講座を修了した方が増えるのではないか

ということを推定して、足立区もこの８.

０３％に追いつこう。その８.０３％に追

いつくためにはということで、具体的な

数字を載せていますけれども。令和５年

度の時点で、足立区ではサポーター数が

３万４,６１６人いらっしゃいます。８.

０３％になったときには、５万５,４０７

人という推計を出しました。 

 次、めくっていただいて２３区の平均

に並ぶにはという計算をしたものがこの

数式になります。１１年度末に５万５,４

０７人になっているためには、現在の３

万４,６１６人を引いて、２万７９１人な

のですけれども、それを６年で割ると大

体３,４６５人ということで、１年間で３,

５００人ずつ新しいサポーターを養成す

ると２３区の平均に追いつくのではない

かと試算をいたしました。 

 さらに、認知症サポーター養成講座を

実施するに向けて、具体的な事業の案と

しまして、２点書かせていただいていま

す。 

 まず、解決に向けた事業実施案の一つ

として、各ブロックで最低１か所企業と

連携して、認知症サポーターの養成を強

化すると書かせていただきました。各ブ

ロックというのが、足立区２５包括あり、

５ブロックに分けております。各ブロッ

クに１人ずつ認知症地域支援推進員がお

りますので、その推進員を軸に、自分の

ブロックの中で１か所どこか企業とか商

業施設と連携して、開拓して増やしてい

く働きかけをしてみようということにな

りまして、これは６月中旬から説明のた

め、推進員が選定した企業へ訪問を行っ

ております。私が全推進員の方と５か所、

回っておりまして、その経過を次の１０

ページに載せさせていただいています。

まず、中部なのですけれども、梅島にラ

イフさんがございまして、一度一緒にご

挨拶に行って趣旨を説明して、現在、調

整中となっております。 

 次は、東部、足立区の東側、綾瀬川と中

川を挟んだ辺りなのですけれども、こち

らは推進員の方がタクシー会社さんに視

点を置いてくださいました。というのも、

若年性認知症の会のときに家族の方から、

交通機関のところの方に認知症のことを

知ってもらえるといいなという話が出て、

そこをヒントにしたということがありま

す。推進員の方が、本当に知らないタク

シー会社にアポイントを取っていただい

て、私も一緒に伺ったのですが、従業員



が２００人くらいいらっしゃるタクシー

会社さんで、日本交通のグループ会社だ

ったのですけれども、早速企画を検討し

てみると言ってくださっております。た

だ、タクシーの会社で夜勤とかもあるの

で、一気に全員は無理なので、何日間か

分けてやるということで、今、日程等の

ご相談を進めていると聞いております。 

 次は、北部でございます。足立区の北

側、花畑団地とか竹ノ塚とかそういった

辺りのエリアなのですけれども、サミッ

トさんが大きいスーパーの一つで、住宅

街の中でかなり高齢の方がいらっしゃる

というところに着眼を置きまして、推進

員さんが調整してくださって、先日、店

長さんにご説明に行きました。正直なと

ころ、なかなかスーパーの店員さん、サ

ポーター養成講座を実施するのが難しそ

うではあるのですけれども。今後考えて

みるというご意見と、あと認知症月間の

ことをお伝えしましたら、そういうパン

フレットを置いたりするのはすぐ協力で

きますよっていう、とても頼もしいお返

事を頂いております。やはり地道に活動

することの大切さを実感いたしました。 

 次が、千住エリアでございます。スー

パーＴＡＮＡＫＡと書かせていただきま

した。千住も皆様ご想像どおり非常に高

齢化率の高い地域になっておりまして、

地元、昔からあるスーパーさんでという

ところで推進員さんが着目しましてアタ

ックしましたところ、千住管内に３店舗

あるのですが、全部の正社員さんに既に

７月１７日、１８日に認サポ講座を実施

いたしました。そんなに大きいスーパー

ではないので、２日間合わせて１０人ち

ょっとくらいではあったのですけれども。

先ほどのステッカーをお渡しした第１号

と商業施設になります。 

 最後に、西部ブロックです。西新井大

師とか鹿浜とかのエリアになります。こ

ちらライドケアサポートと書かせていた

だきましたが、絆のあんしん協力機関の

登録のある中小の企業さんで、地域貢献

を何かしたいということを以前からエリ

アの包括にご相談があった会社なので、

行ってみようかということになりまして、

推進員さんと私が一緒にお伺いしており

ます。こちらについても、そんなに大き

い人数ではないのですけれども、会社と

してやっていきたいというご意向を頂い

ていまして、企画を進めているところで

ございます。 

 絆のあんしん協力員については、注釈

を載せさせていただきましたので、参考

にしていただければと思います。 

 実はここに書いてある以外にも、ほか

のスーパーも当たってみようとか、あと

はドラッグストアにも当たってみようと

か、そういう話は出ておりますが、これ

から動きを進める感じです。 

 次が、「解決に向けた事業実施②」とい

うことで、足立区職員向けに認知症サポ

ーター養成講座の実施の準備を進めてお

ります。９月５日木曜日に庁舎ホールで

２００名対象で、今、起案等を準備して、

これから全庁配信で呼びかける準備をし

ているところでございます。 

 長くなって申し訳ありません。私から

こちらの資料の説明は以上です。 

○粟田部会長 大変丁寧な説明ありがと

うございます。それでは、だたいまの説

明につきまして、ご質疑ございましたら

ご発言いただければと思います。いかが

でしょうか。ご意見を頂ければと思いま

すが、ございますか。 



○小島委員 足立区高齢者福祉施設連絡

協議会の小島です。何点かご質問があり

ます。まず、絆のあんしん協力機関に登

録されているところだと比較的理解が得

やすいのかなと思うのですが、先ほどの

機関の中でサポーター養成講座をやって

いらっしゃるのかどうか、もし分かって

いれば割合も含めて教えていただきたい

のと、あとは、サポーター養成講座を開

催する講師の方、キャラバンメイトの条

件が詳しく分からないのですが、キャラ

バンメイトを地域包括支援センター職員

は大体取られており、それ以外にキャラ

バンメイトを増やすということができる

のかどうか。 

 もし増やすことができるのであれば、

そういった企業の中のどなたかがキャラ

バンメイトを取得すれば、企業の中での

研修として開催することができるのでは

ないかということ。 

 あとは、サポーター養成講座はオンラ

インでも開催することは可能なのかどう

か。 

 ３点、ご質問させてください。 

○粟田部会長 よろしくお願いします。 

○認知症施策推進係 ２番目のキャラバ

ンメイト養成講座の要件からお答えさせ

ていただきたいと思います。実はここ２、

３年ほどコロナの関係もございまして、

養成講座ができない状況ではありました

が、今年度６月に養成講座を開催いたし

ました。ただ、広く区内に呼びかけると

いうことが難しかったので、まずは包括

支援センターの職員の方でキャラバンメ

イトを持っていない方はかなりいらっし

ゃるというところと、あとこの認知症サ

ポーター養成講座を進めるに当たっては、

講師がいないといけないということで、

まず今年度は包括支援センター向けにキ

ャラバンメイトの講師をさせていただき

ました。 

 次年度以降は、そこを広げていかなけ

ればいけないと課題として考えておりま

すので、こちらで企画をしていきたいと

思います。 

 次が、オンラインでできるかというと

ころなのですけれども、たしか実施はで

きたとは思うのですが、足立区内ではま

だ１件も実績がない状態です。 

○小島委員 単純に２０代から働く世代

の方々なので、集合型で参加することが

なかなか難しいとなったときに、オンラ

インでできれば参加もしやすいのかなと

思いました。 

 あとは最初の質問は、絆のあんしん協

力機関の方々は実際どういうふうに、サ

ポーターの方がいらっしゃるのかなとい

うところなのですけれども、いらっしゃ

ると思います。すぐに出なくて申し訳な

いのですけれども、各包括支援センター

で企画する中で、絆のあんしん協力機関

に声をかけて実施したりということをし

ていると聞いております。とにかく地域

包括支援センターの職員の方は、どこに

認サポの講座を仕掛けると効果的かとい

うことをよく検討していらっしゃるので、

絆の協力機関とか協力員さんたちに声を

かけてサポーター講座を要請したり、あ

と認知症カフェなどにもあんしん協力員

さんと協力してやっているということは

報告を受けています。 

○小島委員 ありがとうございます。 

○粟田部会長 ほかにはいかがでしょう

か。 

○羽田委員 教えてもらいたいのは、認

サポを取得した人たちが、今、どのよう



な活動とか、もし何か事例とかあれば教

えていただけたらなと思いました。 

○認知症施策推進係 認知症サポーター

養成講座を受けた方たちのその後の結果

の全部を取りまとめてはいないのですけ

れども、先ほども言いましたように包括

支援センターのボランティアとして活動

されている方もいらっしゃると聞いてい

ます。 

 ただ、後ほどの議題でチームオレンジ

のことを説明させていただきますが、そ

の辺りをしっかり位置づけできていない

という課題がありますので、今後、サポ

ーター養成講座を受けて、またさらにス

テップアップという段階を踏むのですけ

れども、そこをしっかり養成して、その

方たちが地域包括センターであったり、

地域で活躍できる場というのも、体制を

整備していきたいとは思っています。 

○羽田委員 ありがとうございます。 

○粟田部会長 ほかにはいかがでしょう

か。 

○塩谷委員 塩谷から質問をさせていた

だきます。月３００名程度のサポーター

を養成しなければ、なかなか追いつかな

いという必要数と感じましたが、先ほど

小島委員からもお話ありましたけれども。

キャラバンメイトの養成をもう少し広く

していったほうがいいのではないかと思

います。今年度は６月の包括に向けてと

いうことありますけれども。次年度以降、

例えば介護支援専門員が一番分かりやす

いのかなと思いますので。 

 あとはブロックごとの進捗で、各１企

業で、スーパーだとかタクシー会社とか

というのは、例えば徘徊の高齢者の方を

発見しやすいところですごく分かりやす

いですし、一番最後、西部のところに関

しては、これは訪問介護事業所のような

ので、こちらはそもそも専門職なので、

それ以外のスーパーですとか、こういっ

たタクシー会社さんとかっていうところ

にご理解いただいたほうがいいのかなと

思います。 

 あとはもう一点が、先ほども出ていま

したライブ映像というか、オンラインで

すね。実際に私も過去にこの認知症サポ

ーター養成講座を受講させてもらったこ

とがありますけれども、ほとんどがビデ

オ学習というような印象がすごくあった

と記憶していますので、その辺はオンラ

インでももしかしたら可能なのではない

かな。そうすると、３００名というとこ

ろの養成も現実味を帯びてくるのではな

いかなと思います。 

 以上です。 

○粟田部会長 コメントありますか。よ

ろしいですか。 

○認知症施策推進係 現在足立区の包括

支援センターのキャラバンメイトがやっ

ている講座のやり方なのですけれども。

全部がビデオを使ってはいなくて、包括

の職員さんであったり、推進員がテキス

トに基づいて説明をしたりということを

しております。 

 実は認知症サポーター養成講座のステ

ップアップという位置づけとはまた違う

のですが、声かけ訓練というものも実施

していまして、声かけ訓練については、

ロールプレイをしたりとか、そういった

ところで深めていただいて、実際に勉強

したけれども、声をかけるのは勇気が要

るということもあるので、そこでシミュ

レーションをして、経験していただくと

いうような認知症サポーター養成講座の

プラスアルファの講座もやっております。 



 オンラインでできる可能性もあるかな

とは思うのですけれども、やはり対面が

大事な部分もあったりしますので、また

検討していきたいと思います。 

○高齢者施策推進室長 介護支援専門員

の方、キャラバンメイトにというそのご

提案すごくありがたく思いますので、検

討していきたいと考えております。 

 事業所、いろいろ今、ライフさんです

とか、商業施設等ありましたが、足立成

和信用金庫さんが、以前からやっていた

だいておりまして、新入社員の方の必須

の研修になっている形です。区内に多く

の店舗がありますので、ＡＴＭの辺りで

いうところでは、発見につながっている

かなと思いますので、ご紹介させていた

だきました。 

 今後も広げていきたいと考えておりま

す。 

○羽田委員 追加なのですけれども。訪

問看護部会、訪問看護ステーションは今

５６か所ぐらいあって、その中でも認定

看護師がいる訪問看護ステーションは、

認知症の認定看護師を取得して、今、学

校に行っているという看護師さんも何人

かおりますので。訪問看護もやはり今、

実践していますから、キャラバンメイト

にも入り込めるのではないかなと思いま

したので、声をかけていただければ、手

挙げする看護師は数人出てくるかなと思

っています。 

○高齢者施策推進室長 ありがとうござ

います。 

○内山委員 ２点ございまして、いろい

ろな企業にお声かけをして、生活の中で

必要になってくるようなところにリーチ

され、非常にいいなと思いました。商業

施設、スーパーなんかですと、恐らくは

ほとんどがパートや、アルバイトの方と

思います。企業側としてはまずは正社員

からという形になるのは理解できるので

すが、少し先のことでもいいと思うので、

パートや、アルバイトの方を含めてリー

チできるかどうかを検討していただけた

らと思いました。 

 もう一点ですが、区の職員向けの養成

講座ということで、定員２００名という

ことなのですが、これは任意で受講とい

うことなのか。例えば、今年度はもう新

人が入ってきてしまっているのであれで

すけれども。例えば、管理職研修の一つ

として、受けたかったらどうですかとい

うよりは、義務づけみたいなのを行った

ら確実に受講者数が増えるのかなと思い

ました。 

 その辺り、どういうふうなお考えかお

伺いしたいなという２点でございます。 

○認知症施策推進係 最初に、職員向け

の研修についてなのですけれども、今回

全く初めてではなく、過去に何回かやっ

てはいたのですが、継続性が保てずにい

たというところがあります。今回、これ

を機に、来年度もやっていきたいとは検

討しているところです。管理職の研修と

いうところでは、一つご提案いただいて

ありがとうございます。 

○高齢者施策推進室長 職員の研修を担

当している部署もございますので、ぜひ

先生からもお話ありましたので、新人の

研修、それから管理職の研修等に入れ込

めるかどうかというのは、検討したいと

思います。 

 実はゲートキーパー研修といって、自

殺対策の研修も前は単発で対象を広く各

部から、業務の支障のない形で集めてや

っていた研修なのですけれども、２、３



年目あたりから必修の研修として続いて

おります。同じようにこの形もできれば

なと考えていますので、今後検討してま

いりたいと考えております。 

 ありがとうございます。 

○認知症施策推進係 最初にコメント頂

いたスーパーなどのパートさん、アルバ

イトさんについては、先ほども報告しま

したサミットの店長さんも、すごくやり

たいのだけれども、時間内に設定すると

いうのが本当に難しいとおっしゃってい

て、すごい課題だと思っているのですが、

せめてパートの方たちは、近くの包括で

やっている認サポに案内して来てもらう

とかというところを、今すぐだったらそ

ういうことがやれるかなということを話

しました。 

 ただ、本来はお仕事の中で少しずつ時

間を認められていくといいなと思ってい

るのですが、引き続き課題として考えて

いきたいと思います。 

○高齢者施策推進室長 先生からのお話

あったように実際に接客されているのっ

て、このパートさんですとかアルバイト

の方が一番接しているわけですから、そ

の方々がそれなりの知識があって、対応

していただけるというのは、非常に重要

だと思いますので。 

○内山委員 受講をすぐにというのは難

しいと思うのですが、社員さんが受けら

れているのだったら、パートさん、アル

バイトさんに少しポイントだけでも簡単

に伝えていただくとか、それぐらいでき

るだけでも多少違いが出てくるのかな。

人数は伸びないですけれども、実績には

ならないですが、お客さんのためにはな

るかなという感じです。 

 ありがとうございました。 

○認知症施策推進係 千住のスーパーＴ

ＡＮＡＫＡさんは専務さんとそういう話

をして、まずは正社員にやりましょうと

いうことになりました。 

○高齢者施策推進室長 ありがとうござ

います。 

○粟田部会長 よろしいでしょうか。 

○小島委員 足立区高齢者福祉施設連絡

協議会の小島です。今のお話を受けて、

感覚的なものですが、私の事業所が併設

する地域包括があって、ある地域では外

国人の方が非常に増えていると聞いてお

りまして、地域課題になっているそうで

す。そうなると、スーパーとかコンビニ

とかのパートさんとかアルバイトさんは、

外国人の方も増えていると思うのです。

というふうに考えると、実際、私の特養

にも中国人の方が申請をされて、全く日

本語をしゃべれないという方が入ってき

て、なかなか難しいなと思い、たまたま

中国の職員がいたので、一緒に同行しな

がら事前面接に行ったという経緯があり

ます。こういうことは増えてくるのだろ

うなと思うと、そういった方々が認知症

になると考えると、キャラバンメイトも

中国人の方で、母国語で話せる方が必要

になるのではないかと考えました。 

○高齢者施策推進室長 本当にそうです

ね。ありがとうございます。 

○粟田部会長 すばらしいです。ありが

とうございます。 

 今、関係者会議の中で議論されている

ことで、認知症施策推進大綱のＫＰＩに

対する反省かすごかったです。膨大な数

の数値目標をつくって、これをいかにし

てクリアするかということをやってきた

わけですけれども。そうすると、数値目

標をクリアすることが目的化していって



しまったという問題があって、この認知

症サポーターもその一つなのです。だけ

ど、今みたいに充実した議論があって、

まず数を確保しておくというのは、それ

はそれですばらしいかと思うのですが。

その中で、これからＫＰＩの在り方を考

えようということで、まず認知症サポー

ターもそうなのですけれども、目的をち

ゃんと明確にして、それが達成されるべ

きかどうかというアウトカムを最終的に

ちゃんと測定できるようにしようと考え

ております。 

 足立区の場合には、ちゃんと目的がこ

こに書いてあります。２つありますけれ

ども、認知症に対する正しい知識と理解

を持つということと、地域で認知症の人

やその家族に対して手助けする人を確保

するという、この２つの目標が掲げられ

ている２点。実はＫＰＩとしてはアウト

プットとアウトカムを測定しようとなっ

ていて、まずサポーターの数はこれはア

ウトプットです。アウトカムはここにあ

る認知症に正しい知識と理解なのですが、

そもそも認知症に対する正しい知識と理

解とは何かということをちゃんと議論し

ましょうという話になっていて、これ関

係者会議でかなり議論しております。 

 確かに正しい知識や医学的システムも

ありますが、何よりも重大なのは、古い

認知症観を払拭して、ちゃんと新しい認

知症観を広げていくこと。古い認知症観

というのは、認知症になったらもう何も

分からなくなるから、人生終わりだとい

う、この古い認知症観をいかに払拭して、

認知症になってからも、必要な支援の下

でその人なりの自立生活、あるいは希望

を持って暮らしができるようになって、

そういうことをちゃんと広めていけるよ

うにしようというようなことが議論され

ております。 

 これをどうやって測定するかというこ

となのですが、実は認知症に対する態度

尺度というのがあるのです。これをアウ

トカム指標にしてはいかがという議論を

しているところであります。 

 ということで参考にしていただければ

と思います。 

○高齢者施策推進室長 ありがとうござ

います。 

○粟田部会長 よろしくお願いいたしま

す。長くなりましたけれども、では次の

議題ということで、次第３（２）「足立区

チームオレンジの立ち上げについて（案）」

の説明をお願いいたします。 

○認知症施策推進係 引き続き佃から説

明させていただきます。資料３、１枚ペ

ーパーになります。ご準備をお願いいた

します。 

 「足立区チームオレンジの立ち上げに

ついて」ということで、先ほどの認知症

サポーター養成講座からつながる話にも

なってまいります。 

 チームオレンジの「目的」ですけれど

も、「『共生社会の実現』に向けて、認知

症本人やその家族のニーズに応じた具体

的な支援につなげる仕組みづくり」が目

的となっております。 

 この「チームオレンジ３つの基本」と

いうのがキャラバンメイト協議会からも

提示されているのですけれども、３点読

み上げさせていただきます。「ステップ

アップ講座修了及び修了予定の認知症サ

ポーターでチームが組まれている。」、②

「認知症本人もチームに参加している。」、

③「認知症本人とその家族の困りごとを

早期から継続して支援ができる。」とい



うことになっております。 

 この認知症サポーターのステップアッ

プ講座なのですけれども、先ほどまで認

知症サポーター養成講座の内容を言って

まいりましたが、ステップアップ講座と

いうのは、認知症サポーター養成講座の

修了者の認知症に関する基礎知識や理解

を深めるための講義などを通じて、チー

ムオレンジの活動に参画するなど、より

実際の支援活動につなげることを目的と

して養成する講座ということになってお

ります。 

 足立区の「現状」なのですけれども、現

在２５包括で実施している、ご本人を入

れた事業の「本人ミーティング」「認知症

カフェ」は必ず今、仕様書でお願いして

いる事業がありまして、どこの包括に行

っても実践している事業になっておりま

す。そこの事業に認知症に理解のあるボ

ランティアの方が参加して、ご本人やご

家族の傾聴や見守りを行っている状況で

す。２５か所の包括の事業計画のヒアリ

ングをこちらの事務局でも一緒にヒアリ

ングをさせていただいているのですけれ

ども、必ず本人ミーティングであったり、

認知症カフェであったり、そういう事業

の場面には地域のボランティアの方が入

っている状況ではあります。ただ、その

ボランティアの方たちが、先ほど言いま

したステップアップ講座を必ず受けてい

るかというところか、不透明なところが

現状でございます。 

 足立区のチームオレンジの計画としま

して、この本人ミーティングや認知症カ

フェ、チームオレンジとして包括単位で

立ち上げていけるのではないかと考えて

おります。 

 そのためには、オレンジで強調しまし

たが、何かチームオレンジを盛り上げる

ようなグッズなども作成できるといいの

ではと事務局では考えております。 

 包括単位でチームオレンジが立ち上げ

られるのではないかと考えております。 

 ステップアップ講座修了者に対しても、

きちんとチームオレンジのチラシを配布

して、各チームに参加したい方はご自身

の近くの圏域の包括に連絡して、チーム

に入っていただくという形を考えており

ます。 

 「今後のスケジュール」なのですけれ

ども、本日この場で、協議、ご意見等を頂

いて、今後進めるに当たっては、先ほど

も言いました５人の認知症地域支援推進

員といろいろ打ち合わせを重ねて進めて

いきたいと思っています。また、東京都

でも、このチームオレンジを推進する事

業として、オレンジチューターとの面談

というか、アドバイスを受けられるとい

う事業が今年度ありますので、それも活

用して足立区に合ったチームオレンジの

準備をしていきたいと考えております。

１２月には、地域包括支援センターのセ

ンター長が集まる会議がございますので、

そこで「チームオレンジ」についてご報

告させていただいて、各包括、１月から

３月の間には、各包括と打ち合わせをし

て、来年の４月には足立区にチームオレ

ンジが立ち上がりますということを目指

して進めていきたいと考えております。 

 資料の説明は以上です。 

○粟田部会長 ありがとうございました。

それでは、だたいまの説明につきまして、

ご質問がございましたらご発言をお願い

いたします。いかがでしょうか。 

○羽田委員 昨日、ちょうど認知症カフ

ェで訪問看護師として講座をさせていた



だいてきました。軽度認知症の人とその

ボランティアの人と、あと施設の職員の

方とという形で、協会のフロアで３０分

弱、熱中症の話をさせてもらって、普段

集まっているという顔見知りの人が定期

的にそこに集まるということは本当にす

ばらしいことだねと共有して帰ってきた

ところです。 

 このチームオレンジのイメージとする

と、そこに集まってきている人たちがワ

ンチームみたいなそういうイメージでい

るのか、ちょっとイメージが私の中にで

き上がらなくてお聞きしたいなと思いま

した。 

○認知症施策推進係 一応包括単位でチ

ームオレンジという形をつくれないかと

考えています。そこの包括で１チームな

ので、うまくいけば４月には２５チーム、

足立区ではできるというイメージで考え

ています。 

○粟田部会長 ほかにはいかがでしょう

か。 

○小島委員 足立区高齢者福祉施設連絡

協議会の小島です。先ほどの認知症サポ

ーターに求められるさりげない、できる

範囲でできる支援から、一歩踏み込んだ

形での支援なのかなと思うのですけれど

も。もちろん家族のニーズに応じてとい

うことで違ってくると思いますが、想定

される支援内容というか、どういうこと

を考えられるのか、そこが私も分からな

くてイメージがつきにくい。何かあれば

教えてください。 

○認知症施策推進係 チームオレンジの

中に、ステップアップ講座を修了した方

が入ることによって、現状でも認知症カ

フェに来ている方たちも、お話し相手に

なったり、あとは事前に声かけをして、

「明日あるから一緒に行きましょうね」

って言って、誘っていただいたりする場

合もあると聞いています。その場の事業

で、見守っていただいたりしているとい

うところが主な役割と考えています。 

○粟田部会長 いかがでしょうか。 

○白川副部会長 日本大学、白川です。

確認なのですけれども、これは全く新し

いものを立ち上げるということではなく

て、現状行われているものの位置づけを、

チームオレンジという位置づけに捉え直

すみたいな、そういう感じの理解でよろ

しいでしょうか。 

○認知症施策推進係 おっしゃるとおり

です。現状でもう既に地盤ができている

状況なので、チームオレンジとして明確

に今までしてきてなかったので、そこを

認知症についての活動をしていますとい

うことを明確に、しなくてはいけないの

ではないかと考えて、進めようと考えて

おります。 

○白川副部会長 それはそれで全く異存

はないのですが、逆に言うとチームオレ

ンジという形にしましたよということに

よって、新たに何か付加的な効果が生ま

れるということを想定されているわけで

はないのでしょうか。 

 立ち上げって言われると、何か新しい

ことが始まるぞという雰囲気を感じてし

まうのですが。位置づけの明確化という

ことであって、新たに何かやっていない

ことをやったりとか、何かやっているこ

とをもっと充実したりということではな

いという理解になるでしょうか。大変嫌

な言い方になって申し訳ございません。 

○認知症施策推進係 ありがとうござい

ます。確かに既存のものを明確にすると

いうところではあるのですけれども。実



はステップアップ講座という名前ではな

いのですが、今までフォローアップ講座

という形で、認知症サポーター養成講座

した方たちを少しレベルアップするよう

な講座は今までやってきております。そ

こを修了した方たちの活動の場につなげ

るということが十分にできてこなかった

という状況がありますので、そこを明確

にすることよって、今後この修了生を地

域につなげて、認知症の方たちが住みや

すいまちづくりの一役を担えればと考え

ています。 

○白川副部会長 ありがとうございます。 

○粟田部会長 よろしいでしょうか。 

○塩谷委員 塩谷から発言させていただ

きます。私、最初にご挨拶のときに問題

提起というか、最近の時事ネタを入れさ

せていただいたところもあったのですが、

認知症を患っている独居生活の方がいら

っしゃって、その方は、ある程度資産が

あって、軽度の認知症ですが自分で動け

る。動けるのでいろいろな商業施設に行

かれるのですが、そこでいろいろ知り合

う方たちに支えられ、インフォーマルサ

ポートとも呼べるところなのですが、た

だ一部、だんだん不透明な部分が出てき

たりというのが現状としてあります。普

遍化されたものとして、そういう認知症

を患いながらもお一人で暮らすという方

の見守りをどうやっていくかというとこ

ろが、一つのテーマなのではないかなと

思っています。 

 このチームオレンジというところが、

そういった認知症に理解のあるボランテ

ィアが参加してというところは、まさに

日々の見守り体制を構築していくという

意味ではすごく大事なことなので、これ

を区として明文化することで、ボランテ

ィアが増えて見守り体制が増えるという

ところに、すごく期待されると思います。 

 ボランティアを増やすというところは、

一つ目的になるのではないかと思ってい

ます。 

 以上です。 

○粟田部会長 ほかにはいかがでしょう

か。 

○鈴木委員 私からも１点、質問させて

いただいてもよろしいですか。レーベン

ハウスの鈴木と申します。 

 うちの施設の中でも、認知症カフェを

行っています。私も参加させていただい

たのですけれども、皆さん、集まってく

る方はすごく楽しそうに過ごされていて、

また次回も楽しく来させていただきます

よというお声を大変多く聞かせてもらっ

ています。 

 ただ、客観的に見させていただいて、

いつも同じメンバーで数名が集まってお

られて、現状は小さなコミュニティであ

るかなという印象はあるのです。ですの

で、今回、このような形でチームオレン

ジの立ち上げを行うことによって、今後、

広げていったり、コミュニティを大きく

していく、門戸を広げる考え方はあるの

かお聞きしたいです。 

 当然、場所の確保とかそういったとこ

ろが一番の課題になるところだと思うの

ですけれども、それも踏まえて、そうい

うような意図というのはおありなのかお

聞きしたいです。 

○認知症施策推進係 ありがとうござい

ます。今は包括を中心にしたチームオレ

ンジを考えているのですけれども、包括

以外でも認知症カフェやっている民間の

事業者さんがあることは承知しています。

全数の把握というのがなかなかできてい



ないところが課題にはなっています。そ

の辺りの現状を分析しながら、２５包括

ではなく、どんどん広げていくべき活動

だとは思いますので、その辺りもアセス

メントしながら広げられるところは広げ

ていけたらいいのではないかと思います。 

○鈴木委員 ありがとうございます。私

ども高齢者施設も何かご協力ができるこ

とございましたら、ぜひとも参加させて

いただきたいと思いますので、よろしく

お願いします。 

○粟田部会長 ほかにございますか。よ

ろしいですか。 

 白川副部会長から嫌な言い方すると言

っていましたけれども、もっと嫌な言い

方をしてしまいます。 

 皆さんのご意見と非常に深く関係する

のですが、このチームオレンジの目的が

書いてあるのですけれども、これでみん

な納得するかなという感じがします。本

人、家族のニーズに応じた具体的な支援

をつなげるための仕組みなんだ、それで

いいのか。そもそも本人ミーティングの

認知症カフェってそういう仕組みだった

のだろうかと、ちょっと考えさせられて

しまいます。 

 先ほど塩谷委員から見守りということ

が出ましたけれども、これも一つかと思

うのです。これは、どうして今必要なの

かというと、ないからです。もう一つは、

社会参画です。今の世の中では孤立者が

増えていますが、社会参加を支援する制

度もありません。ないからつくろうと。

認知症の人にとって、ないところの支援

をちゃんとつくっていきましょう。いま

までは家族がやっていたのだけれども、

なかなかできないから、これをつくって

いきましょう。これを広い目で見ると生

活支援ということに大体含まれてくるの

ですけれども。 

 社会参加支援とか見守り支援は実はバ

リアフリーというところに入っているの

ですが、そういう社会参加の支援とか、

生活支援とか、そういうものをちゃんと

認知症の人に合わせてつくり出していく、

家族支援もその一つですが、もう少し具

体的なことを書いたほうがよろしいかと

思います。そのためにボランティアが必

要なのだと。カフェをつくっていこうと

か、あるいは当事者の参加や、本人ミー

ティングをやっていく、そういうふうに

して、チームオレンジの意味合いを足立

区なりに考えてやっていったほうがいい

と思います。 

 国がつくれって言ったからつくるとい

うことでは、ちょっと悲しいので、まず

そういうところができればと思います。 

○認知症施策推進係 ありがとうござい

ます。 

○――委員 ２５の包括で実施という話

なのですけれども、ボランティアからす

るとそれが壁になってしまうんじゃない

かなという気がします。先ほどもボラン

ティア連合会さんのほうでもそういう認

知症についてあまり、よしんばしようよ

といった場合、包括とは関わりを持って

いないわけです。足立区全体のグループ

が集まってきてやっているので、その辺

の逃げ道というのはおかしいかもしれま

せんが、ホウカツに限るのではなくて、

もっと全区的に活動できるような、個人

的にも活動できるような何かがあればい

いなと思います。 

○粟田部会長 そうですね。インフォー

マルな市民活動はたくさんあって、そう

いうところが結構重要な役割を果たして



いるというところがありますよね。 

○認知症施策推進係 検討していきたい

と思います。ありがとうございます。 

○粟田部会長 よろしいでしょうか。次

に進めさせていただきます。次は、「やす

らぎ支援員派遣事業について」、事務局

から説明をお願いいたします。 

○認知症施策推進係 資料４になります。

よろしくお願いいたします。 

 やすらぎ支援員派遣事業なのですけれ

ども、こちらの「目的」に書いてあるとお

りなのですが、この事業は平成１６年か

ら実施してきた事業になります。今まで

もボランティアの話題が出ておりました

けれども。そういう方たちが支援員とし

て、認知症の高齢者のお宅を訪問して家

族が外出や介護疲れで休息が必要なとき

に、家族に代わって見守りや話し相手を

行うことで、家族の負担軽減をするとい

うことを目的に実施してきた事業でござ

います。「近年の実績経過」にまとめまし

たが、当初、平成２０年、２３年ぐらいは

ピークとはいえ、実人員としてもそんな

に多い利用者がいたわけではありません。

派遣回数はこの時期は多かったのですが、

平成２６年の時期からかなり下のほうの

水準になってきております。令和２年、

３年、４年辺りは、コロナということも

ありまして、対象者ゼロが続いていて、

昨年度３人対象者が出ましたが、現在は、

その１人は減って、本日の時点では２人

に派遣している状況です。 

 支援員数というのも、ここ３年ほどの

支援員数を書かせていただきましたが、

今年度については、区内でも１６人とか

なり減っております。 

 この実績のアセスメントとして、平成

２６年以降、何回か介護保険法の改正が

ございまして、地域密着型の通所介護だ

ったり認知症対応型通所介護など、いろ

いろな認知症に関する介護保険サービス

の内容が充実してきているというところ

を書かせていただきました。 

 実際に私も１０年前のこの対象者の方

たちのサービスがどのぐらい入っていた

のかというのを介護保険のシテスムで数

名なのですけれども拝見したところ、や

はり２６年以降は、地域密着型の通所介

護のご利用がかなりガンと上がっている

状況がございました。 

 今後の対応としまして、この事業につ

きましては、今年度いっぱいとさせてい

ただきたいと考えております。でも、現

在ご利用者の方が２名いらっしゃいます

ので、事業の終了の説明や介護保険サー

ビスのご案内など、利用者の方に寄り添

って丁寧にご説明していきたいと考えて

おります。 

 また、支援員の登録のある方たちに対

しても、事業終了について丁寧に説明さ

せていただき、今後もボランティアにつ

いて希望される方には、先ほどまで議題

に挙がっておりました認知症サポーター

養成講座だったり、フォローアップをお

勧めして、ボランティアを継続して、ひ

いてはチームオレンジなどに入っていっ

ていただくということも考えております。 

 今後のスケジュールとしては、この件

につきましても、この部会でご協議、ご

意見いただいた後、８月に地域包括支援

センターのセンター長会がございますの

で、そこで事業終了について報告させて

いただき、現在の対象者については、ケ

ア課の、特に私が包括支援センターの職

員とご一緒に対象者へ丁寧に説明してい

きたいと考えております。 



 また、現在の２名に対しては、３、４名

の方の支援員さんしか入っていなくて、

その他の１２人の方たちは、登録はある

けれども活動していないという状況でご

ざいますので、そちらの方たちにも説明

会も含めて、丁寧に事業の終了について

説明させていただきたいと考えておりま

す。 

 以上でございます。 

○粟田部会長 ありがとうございました。

やすらぎ支援員派遣事業について、いか

がでしょうか。 

○塩谷委員 発言させていただきます。

やすらぎ支援員派遣事業自体は、私は継

続できればよかったなと本当に思ってい

る一人です。というのは、私が担当して

いるケアマネージャの方なんかでも、認

知症の方を介護されている方はいます。

例えば、通所デイサービスには行きたく

ない、あとはショートステイにも行きた

くない。試してみたことはあったのです

けれども、すぐに家に帰りたいとなって

しまうので、結果的には家族も疲れてし

まってというところなのですが、その介

護されている奥様、妻の方ですけれども、

面談をすると皆さんも休みがあるように、

私も週末だけでもたまに１日でもいいか

ら時間が欲しい。だけども、ショートス

テイも行かない、デイサービスも行かな

いとなったときに、少し外出の時間のと

きに一緒に誰か寄り添ってくれるとかな

いですかと。まさにこの事業のニーズな

のです。でも管轄の包括さんに電話をす

ると登録者がいないというところで、や

る方がいなければ難しいなと思うところ

があります。 

 今、その１６名の方というのが、この

包括には何人かいらっしゃるけれども、

ここの包括にはいないとかって、多分い

ろいろなばらつきもあるんだと思うので

すけれども、私の個人的な感覚ですが、

とても残念だなと。何か代替のものとか

があれば、ぜひ区からも候補者が欲しい

なと思ったのです。 

 以上です。 

○粟田部会長 事務局、何かございます

か。 

○認知症施策推進係 そのようなご意見

が出ることも想定はしていて、こちらと

しても心苦しい限りではあるのですが。

支援員さんたちも大分高齢化していて、

偏在してしまっているところがあるので、

マッチング、あまり隣りのおばさんが来

ても困るとは思うのですけれども。行け

る範囲でというところのマッチングが難

しい状況になっておりまして、今回、そ

のような方針を出させていただきました。 

○粟田部会長 ほかにはございますか。 

○羽田委員 私はあまり訪問看護の現場

では、やすらぎ支援員さんと関わること

はないのですけれども、今、塩谷委員が

おっしゃったように、そういう微妙な生

活を維持するための大事な応援というと

ころでは、とても大事な人たちだなとい

うところでは、実態としたらそういう実

情があるというのはよく理解はできるの

ですけれども、例えば、生活支援サポー

ターで報酬を支払っていろいろやらせて

もらっても、見守りの支援につながって

いないというのをここ数年感じてはいて、

これはなくなるのだけれども、互助であ

ったりの視点で、またさっきのチームオ

レンジも含めてだと思うのですが、取り

残さないというところであるならば、こ

のやすらぎ支援員さんはすごく高度な技

術を、実践力を持った人たちだったなん



だなと思うので、何かうまく融合させた

形で個別に関われるような応援が何かな

いかなと今聞いていて感じました。また、

何かご検討いただければとは思います。 

○認知症施策推進係 ありがとうござい

ます。チームオレンジや認サポをフォロ

ーアップ、ステップアップの絡みも含め

て整理していきたいとは考えております。 

 ありがとうございます。 

○粟田部会長 ほかにはいかがでしょう

か。 

 では、一言だけ。やすらぎ支援員派遣、

平成２０年度は２２５人、当時としては

先進的な本当にいい事業だったのじゃな

いかなと思います。 

 ちなみに、チームオレンジの話なので

すが、ご存じだと思いますけれども、チ

ームオレンジ、拠点型とかいろいろなタ

イプがあって、あるところに拠点をつく

ってそこにチームオレンジをつくって、

そこから生活支援のネットワークをつく

り出していくということを実践できてい

るところもあるのです。ちなみに、チー

ムオレンジの名前はついていないですけ

れども、そういうことをやっているとこ

ろもあります。拠点をつくれば、そこで

ボランティアベースでいろいろな人たち

がいろいろな活動を始められます。特に

これから一人暮らしの認知症高齢者が急

増するので、ものすごいニーズが高まっ

ているのです。 

 ただ、これを本当にただボランティア

ベースでお願いしていていいのかという

問題があるので、何らかの公的事業とし

て、バックアップをしながら一人暮らし

の認知症高齢者の生活支援をつくり出し

ていくようなことをやっていくべきだと

思います。 

 実際生活支援対策をしている事業はた

くさんあります。そういうところとリン

クしながら、そういうものをつくり出す

ことをぜひ今後考えていただければ。 

○内山委員 内山です。ボランティアを

使うことについて難しいところがあると

思います。ボランティアの人たちがどう

いうモチベーションでこの中に参加しよ

うと思っているかというところをまずつ

かまえて、専門職の立場から、どのよう

な形でボランティアの人に参加してほし

いのかということを伝える必要があると

思います。もう一つは、利用者の人たち

がどういう意味でボランティアの人たち

のほうが良かったのかということを少し

明らかにしなければいけません。 

 こういった活動が盛り上がり、長く続

くようになるとよいと思います。モチベ

ーションの高いボランティアが高齢化し

ていって、それがまた急速に細っていく

こともよく見られることと思います。ま

た、ボランティアの人たちがどういう目

標で、社会参加したいのか、人助けがし

たいのか、人とのつながりが持ちたいの

か、知っておく必要があると思います。

足立区は一人暮らしの高齢者増加率が、

２３区内で突出していると思うのです。

そういったことに備えていくため、ボラ

ンティアの方たちに対してアンケート調

査を行っていくことが、今後の作戦立て

に役立つという気がします。 

○高齢者施策推進室長 貴重なご意見を

ありがとうございます。 

○粟田部会長 この問題が、これからの

超高齢社会の本丸じゃないかと言っても

いいぐらいの問題だと思います。なかな

か手をつけられないのです。何でつけら

れないか白川副部会長がよく知っている



と思います。どうしていいか分からない

からと思うのですけれども、なかなか手

をつけられていない。ここがまさに本丸

なので、ぜひご検討いただければと思い

ます。 

○認知症施策推進係 今年度フォローア

ップ講習会の企画を考えておりまして、

足立病院の木田先生にお願いするものな

のですけれども、アンケートの取り方な

ども考えてみたいと思います。 

○内山委員 ボランティアの人たちの意

向とか、何をというのはすごく大切なの

で、生かしてあげられるような何かをつ

くっていかないと。 

○認知症施策推進係 ありがとうござい

ました。 

○粟田部会長 それでは、次にいきたい

と思います。 

 次は、次第４（１）です。「令和６年度

認知症月間企画」について、事務局より

説明をお願いいたします。 

○認知症施策推進係 では、資料５にな

ります。令和６年度の認知症月間の企画

につきまして、こちらのほうのご報告を

させていただきます。ペーパーのご用意

よろしいでしょうか。 

 毎年認知症月間、足立のアルツハイマ

ーデイが９月２１日ということで、そこ

に合わせて、９月に普及啓発の企画を実

施してきております。 

 そちらにターゲットと目的を書かせて

いただいておりますが、特に４０代、５

０代の方に届けるのに早いうちから認知

症について正しく知るとともに、区の認

知症施策の取組について情報を得るきっ

かけづくりを行うということを目的に企

画しております。 

 今年度の企画内容なのですけれども。

やはり４０代、５０代をターゲットにす

るというところでは、ＳＮＳ系、Ｘ、ＦＡ

ＣＥＢＯＯＫ、ＬＩＮＥ、Ａメールなど。

あとあだち広報も活用して認知症月間を

ＰＲしていきたいと考えております。 

 ＰＲの内容としては幾つか四角に囲ん

でございますが、まず第１点目、区のホ

ームページに認知症月間の特集ページを

開設したいと考えております。例年、区

で区内や地域包括支援センターでのイベ

ント情報をまとめて掲載しているのです

けれども。今年度は、先ほどの認知症サ

ポーター拡大計画のところでも報告しま

した、実際に企業さんで認サポをやって

いただいてステッカーを貼っていただい

ているところを、こういう取組をしてい

ますという企業のご紹介をするような内

容も載せたいと考えております。また、

認知症に関するさまざまな動画、コンテ

ンツがございますので、そちらに行きや

すくするようにリンクを張るような仕掛

けもしていきたいと考えております。 

 具体的なイベントの内容は、まず１点

目は、９月２日から６日、１週間でござ

いますが、足立区役所のアトリウムに認

知症に関するパネルの展示やリーフレッ

トの配架を行いたいと思っております。

パネル展示、ちょっと小さくなりますけ

れども、先日認知症集団検診がございま

して、そのときにつくったパネル展示に

なります。昨年のアンケートから、予防

するための情報などが聞きたいという声

がアンケートで多くございました。その

辺りをターゲットにパネルをつくりまし

たので、そこに展示したり、チラシなど

を置かせていただいてＰＲしていきたい

と思います。 

 ２点目のイベントとしましては、９月



２１、２２日の２日間、アリオ西新井と

いう区内で大きい商業施設でＶＲ体験会

を実施したいと思います。昨年も１日だ

け実施したのですけれども、今回は２日

間ともというところで、ここの記載漏れ

てしまったのですが。昨年、区内の認知

症疾患医療センター、大内病院さんにも

ご協力していただいたのですが、今年度

もご協力していただいて、一緒に実施す

ることを予定しております。２日間合わ

せて２４０名の方に体験していただく準

備をしているところです。ＶＲのところ

は、写真など掲載させていただきました

が、実は昨年も朝日新聞のフレンドリー

シップという取組がありまして、朝日新

聞さんにご協力を頂いて、ＶＲをやって

おりますので、今年度もその準備を考え

ています。 

 あとは、そこのＶＲの体験コーナーに

もパネルやリーフレットを置いて普及啓

発を強化したいと考えています。 

 右側の上の箱なのですけれども。「認

知症施策アンケート」ということで、最

初にも申し上げましたとおり、昨年３,５

００とたくさんのデータが集まりまして、

今年度も同じぐらい、それ以上集めたい

と考えておりまして、昨年は１５名の方

にプレゼントだったのですが、今年は倍

で３０名の方にプレゼントをということ

も準備して、また来年度以降の施策に生

かせるようなアンケートを取っていきた

いと考えています。 

 あとは、下にリーフレット、ポスター、

啓発ポップの配架ということを書かせて

いただいていますが、例年区内の医療機

関やキオスクなど、駅のスタンドであっ

たり、介護予防で関わっている民間のス

ポーツジムさんだったり、スーパーさん

だったり、あと区の関係施設にポスター

やリーフレットを置かせていただいてい

ますので、同じように普及啓発を考えて

います。 

 報告は以上であります。 

○粟田部会長 ありがとうございました。

それでは、ただいまの説明につきまして、

ご質問がございましたらご発言いただけ

ればと思います。いかがでしょうか。 

○白川副部会長 日本大学、白川です。

リーフレットの配布というのは、いろい

ろやるときの手段の一つとして王道なわ

けなのですが、ほかの事業も含めて、い

っぱい並んでいて、どれがどれだか分か

らない状態になっているということがあ

りますので、せっかくこういう認知症月

間ということなので、少し今からできる

こと、できないことあるとは思うのです

けれども。区の関連施設などでも、ほか

のものに紛れてしまってよく分からない

とかじゃなくて、何かちょっと目立つよ

うな工夫をこの期間だけでもしていただ

けると、また手に取っていただきやすく

なるのかなということがありますので、

ご検討いただければと思います。 

 以上です。 

○認知症施策推進係 ありがとうござい

ます。 

○粟田部会長 ほかにはいかがでしょう

か。よろしいでしょうか。 

 この広報活動、私はとても大事だと思

うのです。これ前段の認知症についての

正しい知識、その人の理解というテーマ

と関係があるのですが。今、当事者と一

緒にそういうことをやっていこうという

ことがとても大事で、足立区は本人ミー

ティングで結構しっかりやっているよう

なので、本人ミーティングの方々にご協



力をお願いしたりして、当事者が参画し

て、例えば認知症サポーターの養成事業、

ああいうところに参加してもらうと、古

い認知症観が一気に新しい認知症観に変

わっていくということがございます。例

えば、こういう広報とかイベントにも本

当だったら当事者が参加してもらって活

動していくというのがいいかなと思いま

す。 

 ちなみに、認知症フレンドリー社会と

いうのは、もともとはディフェンシャル

フレンドリーコミュニティーで英語発信

の言葉なのですけれども。２００１年に

スコットランドで初めて使った言葉です

が、そこには当事者たちが出てくるので

す。自分たちの経験を語るのです。診断

された後は、絶望に陥るのだけれども。

その一番大きい要因は自分が持っていた

認知症に対する偏見なのです。診断され

たら終わりだと思っていたら、いろいろ

人の支援を得ながら、終わりじゃないと

いうことに気がつくという、まだまだや

っていけるという、そういうことで認知

症の当事者もみんな偏見と先入観に駆ら

れていますが、それが実際に本人との出

会いによって人々も変わっていくという

ことがあるので、今後の課題だと思いま

すけれども、ぜひご検討を頂きたいと思

います。 

○認知症施策推進係 ありがとうござい

ます。 

○粟田部会長 それでは、一応、本日の

案件は全てこれで終わりですが、「その

他」のことで、全体のご意見とかコメン

トとか何かありましたらご発言いただけ

ればと思いますが、いかがでしょうか。

よろしいでしょうか。 

 最初は、時間が押していたのですけれ

ども、どういうわけか最後はちゃんと合

いましたね。 

 皆さん、今日は活発で充実したご意見

を頂いて本当にありがとうございました。 

 それでは、ここから進行は事務局にお

願いしたいと思います。よろしくお願い

いたします。 

○認知症施策推進担当 粟田部会長、あ

りがとうございました。部会長のおっし

ゃるとおり、委員の皆様におかれまして

も、活発なご意見、ご質問等を頂きまし

てありがとうございました。 

 以上で、本日の部会は終了となります。 


